
第4次静岡市食育推進計画 中間見直しの全体像（案）

計画の骨格は変えず、法改正・国の第5次計画の重点事項とデータが示した課題に優先テーマと推進体制で応える

① 計画の位置づけ・決定事項

計画の位置づけ（計画書 3ページ）

食育基本法第18条第1項に基づく市町村食育推進計画

国・県・市の上位計画や関連計画と整合を図り策定

計画期間（計画書 4ページ）

令和6〜12年度の7年間 中間年の見直しを計画に規定

（前期 令和6〜8年度／後期 令和9〜12年度）

計画の骨格（計画書 28～30・62～68ページ）

基本理念・基本方針3・基本施策10・28目標・89事業

（うち重点事業18件）

※重点事業＝目標数値の達成に最も影響する事業

前年度までの決定事項

令和7年度 第2回食育推進会議において、基本理念・基本方
針は変えず、国の第5次食育推進基本計画の重点事項を盛り
込むことで決定。

③ 上位計画・関連計画の中での本計画の期間② なぜ今、見直すのか

計画に定めた中間見直し

前期（令和6〜8年度）の終了

上位計画の改定・法改正が重なった

・第5次総合計画 議決（令和8年2月）

・総合政策局長通知「個別分野計画の見直し」

（令和8年3月）

・食育基本法の改正・施行（令和8年5月27日）

法改正の趣旨を踏まえた後期計画の方向性

資料３参照

・国の第5次食育推進基本計画（令和8年〜12年）

令和8年6月公表

④ アンケート調査実施状況

食生活や食育に関する知識・意識アンケート調査

・対象：市内居住の6〜84歳 3,800人

・抽出：住民基本台帳から人口比率で無作為抽出

・期間：令和8年度4月21日〜5月13日

・方法：オンライン・郵送（６５歳未満はオンライン・

65歳以上は選択）

・回答率：46.9%（R4 43.5%）

・項目：52問（小学生14問）

中間評価と後期計画策定の基礎資料

⑤ 中間評価でわかったこと

28目標（延べ３１）の進捗 資料４参照

達成7・改善６・変化なし1０・悪化７ （1件未公表）

データから見えた課題

関心は向上

食育への関心（20〜30歳代）68.7%（R4 58.7%）

行動変容につながっていない

・朝食を欠食する若い世代（２０歳代） 50.４%（R4 29.9%）

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日

食べている若い世代（２０～３０歳代）30.6%（R4 34.9%）

→背景：「手間がかからなければ」62.9%、「時間があれば」
51.3%。手間や時間が、関心を行動に移す妨げになっている

食卓と生産現場の距離の広がり・担い手の減少

農林漁業体験 25.6%（R4 31.9%）

地元産購入 19.7%（R4 20.8％）（目標30%）

食育ボランティア 532人（R4 1,412人）

観察指標 食のQOLは向上

食事がいつも楽しい 56.4%（R4 49.7%）

食事がいつもおいしく食べられる77.6%（R4 72.3%）

ひとり暮らし（いつも楽しい28.0%）

事業評価（令和6～7年度の評価対象94事業）

S＋A評価率 89.4%と良好

課題：働く世代への重点化／担い手不足・参加者減少／

部署間連携

※プリシード・プロシードモデルに基づき整理
（保健プログラムを体系的に組み立てるための枠組み）

⑥ どう見直すか

中間見直しでやること

優先テーマＡ「大人の食育の推進」

・大学生・新社会人向け食育講座の継続

・職場・大学・事業所（給食）・飲食店・教育機関等との連携を段階的に広げ、働

く世代・学生の食生活改善を支援

・栄養状態を自分で把握できる「見える化」の仕組みを検討

優先テーマＢ「しずおかの食卓と生産現場をつなぐ学びと体験」

・生産者とつながり、地元産にふれる地産地消の機会づくり（関係団体・関係各
課と連携）

・親子や地域で参加しやすい農林漁業体験の場づくり（参加方法の情報発信を
含む）

・学校での農林漁業教育の充実

・食のQOLに関する観察指標を追加

・孤食への対応：共食の場づくり等の既存事業を通じて継続して取り組む

・連携強化：食育推進計画作業部会の拡充

・担い手確保：食生活改善推進員の育成・活動支援

・目標の修正（達成済みの引き上げ・国の計画と整合・目標変更） 資料４参照

・重点事業１７件を基本とし、優先テーマと照合結果を踏まえ追加を検討

第5次計画で体系づけて扱う事項

・計画全体の目標体系の見直し（目標の絞り込み・個人目標／地域目標の整理）

個人目標／地域目標の整理は国が第5次計画で実施。基本理念・基本施策と
体系づける必要があるため、市の第5次計画で対応を検討

中間見直しでやらないこと（理由）

・計画全体の目標体系の見直し →目標の連続性(経年比較)を確保

・重点事業の仕切り直し → 評価良好のため継続（優先テーマ照合による追加
は検討）

⑦ 継続と見直しの関係と進め方

計画の骨格（変えない） 後期計画で重ねる（見直し）

基本理念 食で「しずおかのつながり」を深め、未来の健康を育もう
～みんなでおいしく食べて、元気あふれるまちづくり～

基本方針3・基本施策10

28目標

89事業（令和8年度）

重点事業 17件

照合により追加の可能性

令和８年度 調査の課題

関心は向上したが、行動変容につながっていない
農林漁業体験の減少・地元産購入

優先テーマＡ・Ｂ

Ａ 大人の食育の推進

Ｂ しずおかの食卓と生産現場をつなぐ学びと体験

28目標への重み付け

89事業を優先テーマＡ・Ｂで照合（7/1７会議後〜8/15）

重点事業１７件を基本とし、優先テーマと照合結果を踏まえ追加を検討
17件＋α

令和11年度 アンケートで計画全体を評価

成果

個人 健康指標の改善・食のQOLの向上（観察指標）

まち 食を通じたつながり（食卓と生産現場のつながり・共食・食文化の継承）

2030年の未来像

楽しく、おいしく食べながら、人と地域・生産現場がつながり、健康で心豊かに暮らせるしずおか

⑧ 今後の進め方
7月 作業部会① ・食育推進会議① → 7〜8月 関係課から情報収集 → 9〜10月 計画案作成 → 10月下旬 作業部会② → 11月上旬 食育推進会議② → 12月 パブリックコメント → 令和８年１２月～令和9年1月 作業部会③・食育推進会議③ → 令和9年2月 厚生委員会報告→ 令和9年3月 策定・公表

上位計画・関連計画と整合を取りつつ、令和9年度から後期計画期間に入ります

成果の先にめざす姿

観察指標（食のQOL）を追加

令和８年度 第１回食育推進会議 資料２
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